
， 

-， 

. 

一
て
、
提
出
震
源
に
回
す
る
。
も
と
衆
堅
守
と
縛
し
た

一
が
、
明
和
二
年
今
の
寺
践
に
殴
め
た
と
あ
る
。

一
ゼ
ン
ヨ
ウ
ジ
馨
奥
寺
中
宮
八
院
の
一
つ
で
、

一
源
平
服
装
把
に
は
北
四

4
v
の
一
つ
と
し
て
ゐ
る
。

越
登
賀
三
州
志
に
、
善
典
寺
は
俗
本
に
善
光
寺
に
作

る
と
し
、
期
姿
水
の
三
州
奇
談
に
、
善
光
寺
は
寺
跡

の
み
で
、
村
名
を
岩
淵
と
い
ふ
と
促
し
て
居
る
。
器

淵
は
能
美
郡
縄
海
村
の
隣
邑
で
あ
る
。

ゼ
ン
ヨ
ウ
ジ
ザ
カ
善
光
寺
援
金
海
上
野
町
八

幡
祉
の
遜
か
ら
村
務
へ
遁
ふ
道
踏
で
あ
る
。
古
へ
此

の
附
廷
に
善
光
寺
と
い
ふ
寺
が
あ
っ
た
か

6
坂
名
に

呼
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

セ
ン
ヨ
ウ
ジ
シ
ン
尊
光
寺
新
石
川
郡
大
野
庄

に
臨
す
る
部
務
。

セ
ン
コ
ウ
ジ
マ
ヘ
事
光
寺
前
金
揮
の
萄
町
名
。

元
隊
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
専
光
寺
前
と
載

せ
て
あ
り
、
事
光
寺
の
前
溜
り
を
い
う
た
。
三
箇
屋

版
の
六
用
集
に
除
、
事
光
寺
を
安
江
木
町
と
し
て
ゐ

る
。
今
は
田
丸
町
に
鹿
す
る
。

ゼ
ン
コ
ウ
ジ
ヤ
マ
善
光
寺
山
鳳
緊
都
道
下
に

在
っ
て
替
光
寺
森
と
も
い
ふ
。
も
と
善
光
寺
の
在
っ

た
所
と
僻
へ
る
。
文
政
十
一
年
経
塚
を
渡
捌
し
た
こ

と
が
あ
る
。

セ
ン
ヨ
ウ
パ
線
香
場
金
棒
小
京
野
が
め
坂
の

傍
な
る
小
絡
の
奥
で
、
辰
巳
用
水
の
俄
水
色
以
て
水

車
を
仕
掛
け
、
線
香
を
製
遺
し
た
所
で
あ
る
。
文
化

三
年
初
春
の
ち
ょ
ん
が
れ
に
、
去
年
中
に
起
っ
た
七

不
思
議
の
こ
と
を
述
べ
て
、
『
京
か
ら
聡
人
男
女
が
如

用
、
仰
法
繁
昌
線
香
の
新
製
、
車
を
辰
巳
の
御
用
水

も
、
け
ふ
を
移
紫
も
仰
の
御
慈
悲
』
と
あ
る
か
ら
、

こ
の
線
香
揚
が
文
化
二
年
二
用
に
初
っ
た
こ
と
を
知

ら
れ
る
。
叉
醤
記
に
、
『
笛
四
用
頃
よ
り
町
曾
腕
の
仕

入
方
御
普
請
に
前
、
小
宜
野
緬
坂
に
線
香
御
仕
入
方

水
車
問
元
出
来
。
同
せ
ん
番
政
捌
所
浅
野
川
川
除
町

に
出
来
。
』
と
も
見
え
る
。

セ
ン
ゴ
ク
千
右
期
羽
咋
郡
邑
知
院
に
鴎
す
る
部

帯
。
能
mw.
名
跡
志
に
、
『
一
里
山
奥
に
千
石
山
と
云
に

大
寺
有
り
し
と
て
、
伽
践
の
礎
あ
り
。
此
所
に
大
な

る
像
の
多
門
突
あ
り
、
溜
践
の
作
に
て
堂
詐
り
あ
り
。

是
を
千
石
山
と
い
ふ
は
、
往
古
大
一
段
一
本
に
千
石
従

り
し
故
名
と
す
と
い
へ
り
。
此
所
よ
り
氷
見
へ
越
ゆ

る
に
況
恩
有
。
』
と
記
す
る
。

セ
ン
ゴ
タ
タ
ヨ
ウ
千
右
披
羽
咋
都
千
.
石
の
切

石
坂
に
在
っ
て
、
里
人
は
之
を
城
山
と
呼
ん
で
腐
る
。

越
脅
賀
三
州
志
故
郷
考
に
『
千
石
村
館
跡
在
=
邑
知

院
千
石
村
領
円
抑
制
跡
誇
か
な
ら
ず
。
館
主
無
v
侍
。
里

人
唯
城
山
と
呼
耳
。
』
と
あ
る
。

セ
ン
ゴ
タ
ダ
-
-
千
石
谷
河
北
部
抗
ケ
庄
の
南

千
石
・
北
千
石
・
琴
・
琴
坂
・
上
平
・
中
尾
・
鵠
下
松
根
を

千
石
谷
七
十
村
と
い
ふ
。

セ
ン
ゴ
ク
ヒ
コ
ス
ケ
千
右
彦
助

J
g
y
ノ
ヒ

コ
ス
ケ
吉
野
彦
助
。

セ
ン
ゴ
ク
マ
サ
チ
均
仙
石
政
慌
辺
都
製
人
。

延
亭
元
年
交
安
左
衛
門
方
英
の
諮
知
=
一
百
石
を
襲

ぎ
、
大
小
将
に
涯
し
、
御
膳
事
行
・
大
小
綿
番
聞
に

隠
任
し
た
が
、
明
和
元
年
十
一
月
七
日
江
戸
中
屋
敷

近
火
の
際
前
凹
軍
教
の
先
莱
を
勤
め
、
土
井
大
炊
蹟

邸
の
附
廷
で
頓
死
し
た
。
時
に
三
十
七
歳
。

セ
ン
ゴ
タ
マ
ザ
モ

p
仙
右
政
盛
沼
癖
勝
左
衛

門
。
兵
部
大
輪
忠
政
の
ご
男
。
高
治
元
年
前
凹
綱
紀

に
仕
へ
て
こ
千
一
此
百
石
を
受
け
、
人
持
組
に
列
し
、

定
火
消
・
魚
棒
郡
代
を
経
、
定
火
消
に
再
任
し
、
延

貸
元
年
六
月
サ
六
日
夜
。
子
孫
慨
々
瀞
に
仕
へ
る
。

セ
ン
ゴ
ク
マ
チ
仙
石
町
金
調
仰
の
町
名
で
、
或

は
千
石
町
と
も
普
い
た
。
此
の
町
名
の
南
来
は
隷
か

で
な
い
が
、
三
策
聞
曹
に
、
寛
永
八
年
四
用
金
制
作
火

セ
ン

災
の
時
千
石
町
営
形
と
見
え
る
か
ら
、
往
昔
は
後
に

蛍
形
前
と
稽
し
た
地
へ
か
け
て
千
石
町
と
呼
ん
だ
の

で
あ
ら
う
。

ゼ
ン
ザ
イ
タ
普
西
寺
羽
咋
郡
上
河
合
に
在
っ

て
、
田
県
宗
東
涯
に
臆
す
る
。

セ
ン
ザ
イ
ダ
=
千
歳
谷
白
山
記
に
白
山
の
翠

の
池
の
事
を
言
号
た
次
に
、
『
池
商
有
=
深
谷
刊
容
積

来
=
骨
消
誠
刊
是
名
=
千
畿
谷
刊
』
と
見
え
、
金
子
有
嬰

の
白
山
史
に
は
、
『
千
歳
谷
。
宿
客
三
回
町
。
自
=
古

昔
-
不
=
消
騨
山
政
有
=
千
歳
之
名
叩
』
と
い
ひ
、
白
紙

閥
解
に
は
、
『
千
歳
池
は
池
と
も
見
え
ず
。
三
回
町
程

君
の
消
え
た
る
所
あ
り
。
上
を
往
来
す
る
道
あ
り
。

此
の
躍
の
地
勢
を
見
る
に
、
大
御
前
の
尾
先
と
、
越

南
知
ハ
大
汝
〉
の
尾
先
と
打
合
ふ
臓
に
て
、
自
然
と
谷

A
H
深
〈
切
れ
た
る
鴎
へ
、
容
積
み
て
平
地
と
成
り
た

る
や
う
に
見
ゆ
0
3
の
下
に
池
の
あ
る
な
し
は
知
る

べ
か
ら
ず
。
東
の
方
貸
臓
の
下
よ
り
千
歳
池
の
水
口

ま
で
は
八
九
町
も
有
る
べ
し
。
平
泉
寺
山
廻
り
の
併

の
話
を
聞
く
に
、
往
来
の
商
の
方
千
歳
池
の
水
口
の

方
よ
り
下
り
て
見
れ
ば
甚
峨
岨
な
り
。
十
町
下
り
て

千
歳
池
の
水
口
の
磁
を
横
よ
り
見
る
に
、
雲
の
繰
ロ

十
丈
詐
見
ゆ
。
共
下
に
大
な
る
答
の
洞
穴
あ
り
て
、

水
そ
噴
出
す
こ
と
郵
の
如
し
。
兵
器
き
地
に
践
ふ
と

い
ふ
。
然
れ
げ
容
の
下
に
池
有
り
と
い
ふ
ぺ
し
。
』
と

あ
る
。
千
歳
池
を
慨
人
千
蛇
が
拙
と
い
ふ
は
視
で
あ

ら
う
と
い
は
れ
、
之
よ
り
援
す
る
川
は
釦
ち
湯
，
谷

川
で
あ
る
。

ゼ
ン
ジ
ノ
ξ
ヤ
縄
師
宮
白
山
砲
に
『
観
師
宮
、

本
地
地
蔵
、
費
殿
拝
殿
。
』
と
見
え
、
白
山
宮
斑
鍛
講

中
記
録
に
、
『
建
長
四
年
十
二
周
七
日
未
刻
、
調
師
宮

御
箆
殿
並
拝
殿
焼
失
事
。
』
な
ど
L
も
見
え
る
。
こ

の
宮
の
こ
と
は
白
山
均
時
制
祉
制
宇
一
建
都
民
の
侍
番

に
、
『
郵
師
宮
ハ
一
名
山
王
祉
、
祭
前
日
音
大
山
咋
命

ゃ目昭

一4. 
r 

也
。
』
と
い
ひ
、
叉
そ
の
位
地
に
就
い
て
は
同
番
に
、

『
調
師
宮
の
萄
祉
地
は
、
石
川
郡
三
宮
村
の
地
内
に

て
、
本
宮
比
時
制
枇
よ
b
西
方
十
町
許
を
隔
て
、
東

方
の
山
の
尾
上
な
り
。
今
松
杉
の
老
舗
生
茂
り
、
邑

民
共
此
の
地
を
げ
山
の
耐
と
呼
べ
り
。
叉
一
設
に
は
、

山
の
跡
と
稽
せ
し
祉
は
三
宮
村
の
東
南
な
る
山
尾
に

在
り
。
祉
殿
朽
ち
て
破
壊
せ
し
故
本
宮
路
時
耐
祉
の

相
殿
と
す
。
今
に
一
尺
蕊
寸
許
の
衣
冠
の
紳
像
岡
殿

に
銀
座
す
。
調
師
の
宮
は
祉
殿
破
壊
の
後
、
本
宮
路

嘩
・
柿
祉
の
北
方
に
小
嗣
を
建
立
し
て
愛
に
紀
り
来
る

慮
、
明
治
十
一
年
破
壊
す
る
に
依
っ
て
、
前
像
三
観

を
ぱ
荒
御
前
祉
の
相
殿
と
す
。
』
と
記
し
て
ゐ
る
。

セ
ン
タ
ヤ
ガ
イ
ケ
千
蛇
ヶ
池

4
セ
Y
ザ
イ
ダ

-
一
千
歳
谷
。

セ
ン
タ
ユ
イ
ン
千
手
腕
白
山
部
頂
私
記
の
奥

書
に
、
『
右
此
抄
者
、
賀
州
河
北
部
井
家
庄
領
家
方
稿

久
村
衆
漣
之
氏
寺
千
手
院
に
住
し
、
濁
り
北
脇
に
向

て
日
を
迭
り
、
徒
に
雨
日
に
眠
て
時
を
移
す
云
々
。

永
正
五
年
民
辰
七
月
廿
三
日
纏
大
信
都
勝
鹿
六
十

歳
。
』
と
あ
る
。
こ
の
千
議
院
は
石
川
郡
綿
来
町
金
創

宮
の
拍
方
に
あ
り
、
後
に
畠
地
と
成
っ
て
千
手
院
屋

政
と
縛
し
た
所
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

セ
ン
ジ
ユ
イ
ン
千
手
院
金
棒
野
町
に
在
っ
て
、

長
久
山
と
践
し
、
提
言
宗
に
鹿
す
る
。
六
用
集
に
は

千
手
院
縞
水
寺
に
作
る
。
寺
砲
に
、
実
長
年
中
附
衆

愛
清
水
脱
脅
を
砲
り
、
千
手
院
の
勅
額
を
賜
は
り
、

叉
飛
櫓
槌
現
を
も
記
っ
た
。
鹿
長
五
年
前

m利
長
命

じ
て
金
稼
修
理
谷
に
移
ら
し
め
、
後
更
に
今
の
野
町

に
縛
じ
た
と
あ
る
。
天
長
創
建
の
こ
と
は
別
間
関
と

し
て
、
飛
榔
槌
現
を
祭
る
千
手
院
と
い
ふ
よ
り
、
石

川
郡
鶴
来
に
在
っ
た
も
の
L
後
で
あ
る
こ
と
を
岡
山
は

し
め
る
。
白
山
本
宮
長
夜
白
光
院
及
び
前
者
建
都
民

は
こ
の
寺
の
僧
徒
で
あ
っ
た
。

四
六
九


